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『例会レポート １６０』 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

http://woodychicken.com    info@woodychicken.com 

日  程 2022年 2月 9日（水） 

会  場 １部 一燈園  ２部 ミルボン京都スタジオ 

参加者数 1部 約 38名 内県外 23名  ／  2部 約 41名 内県外 22名 

講演会内容 

第 1部 一燈園見学 

13時 西田当番氏 講演 

15時 山崎 宣次氏 講演 

 

第 2部 ミルボン京都スタジオ 

19時 相 大二郎氏 講演 

親睦会 開催なし 

ウッデイキチン事務局 

文章・写真提供／向井 健介 



天気は良かったですが、気温が低くきりっとした空気の一燈園に全国からの仲間が集まりました。 

一燈園代表の西田当番氏から貴重なお話をいただき、胸が熱くなりました。 

 

第一部 

13：00～ 一燈園代表 西田当番氏講演 

13：40～ 一燈園見学 学校・礼堂・帖半寮・道場など 

14：40～ 礼堂にて、瞑想体験 相大二郎氏 

15：10～ 山崎宣次先生講演  

16：10～ 資料館見学  

 

 

一燈園当番 西田多戈止（たかし）氏講演 

昭和５年生まれ、本名武（たけし）。多戈止の号は、一燈園を継承した際に「武とは本来、戈（ほこ）を止める（和

平）の意であるから、一燈園の当番として多戈止を用いるように」と、天香サンから贈られたもの。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇一燈園とは 

一燈園は、1904 (明治 37)年、西田天香(以下、天香さん)によって創始されたもので、自然にかなった生活をすれば、

人は何物をも 所有しないでも、また働きを金に換えないでも、許されて生かされるとい う信条のもとに、つねに懺悔の

心をもって、無所有奉仕の生活を行って いるところです。 

「一燈園」の名は、天香さんと親交があり、その最初期において一燈園生活の可能性を看破した宗教思想家、綱島梁

川氏(1873〜 1907年)の著書に因むものです。 

今一燈園では、京都市山科の一角で(京都市山科区四ノ宮柳 山町)、天香さんに触れた人達を中心に自然にひとつ

の家庭のような 共同体を形成し天香さんの示された奉仕(托鉢)の生活をしていま す。お光り(大自然、神、仏の意)に

捧げられた土地を預かり、それぞれに托された仕事に励んでいます。その働きは、財団法人懺悔奉仕 光泉林(現、一

般財団法人懺悔奉仕光泉林)および、出版•印 刷•農業•建築•劇団の諸事業部、学校法人組織として形づくられ、  

メンバーのそれぞれがこれらの部門に托鉢する(子供達は勉強することが托鉢)ことを通して奉仕に生きる喜びを体得し、

経済の扱い方が正しくあるように(お光りより預からせて頂く)試み、実践しています。 

さらに平和の願行として六万行願というお便所掃除の奉仕を約一世紀にわたって続けることにより、懺悔と下坐からの  

建て直しを祈っています。願行に深浅の差はありましょうが、老若すべてが懺悔報恩の心を持って捧げた働きをし、そ

れぞれの能力に応じて働き、必要に応じて恵まれる自然にかなった生活の成就を念願しているのです。 

 



〇西田天香さんとは？ 

天香さんは、1872 (明治 5)年、滋賀県長浜の商家に生まれました。二十歳にして長浜地方の小作百姓農家を率いて

北海道に渡り、500ヘクタールの土地の開拓事業に従事。その将来は事業家としても 大いに嘱望されましたが、開拓

事業をすすめる中で起こった資本主(出資者)と現地耕作者との間に生じた利害の対立、争いに直面して、天香さんは

大いに苦悩し、開拓事業そのものを他人に委ね、人間としての争いのない生き方を求めて求道の日々を重ねたのでし

た。そして、とうとう「争いの因となるものは食べまい」と決意し、三日三晩の断食籠坐の果て、赤ん坊の泣き声を耳にし

て大霊覚、そこに争わずとも恵まれる食があること、生命の原点を見出し、世にいわゆる「一燈園生活」を創めたのでし

た。それは、無一物•路頭を原点としての懺悔•下坐の奉仕、許されて生きる「托鉢」の生活でした。その事実に立 

って 1 9 2 1 (大正 1 0 )年、『懺悔の生活』が出版されるや、天香さんと一燈園の名は一挙に世に知れるにいたり、多く  

の人が道を求めて天香さんのもとに集まるようになります。倉田百三、尾崎放哉といった当時を代表する文化人も一燈  

園生活を送ったこど C 知られています。1 9 2 9 (昭和 4 ) 年には、京都の山科ビ財団法人として認可された財団法

人懺悔奉仕光泉林(現、一般財団法人懺悔奉仕光泉林)を創設しました。戦後は 1947 (昭和 22)年の参議院選で当

選。一燈園生活者にさまざまな導きを残し、昭和 43 (1968)年 2月 29日、96歳をもって帰光(逝去)しました。 

〇—燈園生活の根本 

「自然にかなった生活をすれば、人は何物をも所有しないでも、また働きを金に換えないでも、許されて生かされる。そ

してそこから世の争いの種が除かれ、平和な社会がもたらされる」。1904 (明治 37)年、赤子の泣き声を機縁に、天香  

さんは、一燈園生活を創められました。天香さんの一燈園生活と、そこに込められた願いは、1 9 2 1 ( 大正 1 0 ) 年

の『懺悔の生活』に具体的に語られ、多くの賛同者•協力者を集めてゆきました。この大きな流れは、天香さんを参議

院議員、名誉市民(長浜市)となし、一燈園にアルベルト•シュバイツア-賞(贈 I A R F 国際自由宗教連盟)をもたらし、  

現在も多くの人を教え導くものとなっています。 

 

【生かされている生命-許されて生きる】 

西田天香さんは、「生命は授かりものであり、生きようとしなくても生かされており、生かされているから感謝して働かせて  

もらうのだ、そのために必要な食は求めなくても与えられるのだ」とする生命観•人生観に立った無所有奉仕の生活をは

じめられました。天香さんの生命観•人生観は、生きるためには他の生存を脅かしてよい、奪ってもよいとする生命観•

人生観とは根本的に土俵を異にするものです。一燈園は、天香さんが開拓された生命観•人生観のままに生活を送ろ

とする人たちの集まりです。 

 

【一燈圍生活における托鉢と食】 

人が奪い合うのは執着からだと一燈園は考えます。財産や地位や名声への執着は争いの種でもあるのです。これに対

して、見返りを求めず、無執着の気持から世に働きかけるとき、人は奪い合いから無縁だといえるでしよう。無執着の気

持ちからお互いに与えあうことを理想として、一燈園ではまず自分から他に捧げることを行います。これが一燈園の托

鉢(たくはつ)です。一燈園生活は、托鉢に捧げられた喜捨によって生かされる生活です。 

 

【懺悔•下坐の生活-わびあい•拝みあい】 

「ありがとう」と心から言うとき、私たちは自分を誇る気持から離れています。「ごめんなさい」と心から言うとき、私たちは

人をねたむ気持から離れています。ありがとう、ごめんなさい、が素直にロから出てくるように、一燈園では、つねに他よ

り下に自らを置き、悩める人、弱い人の立場で生活することを実践しています。これを懺悔•下坐の生活と呼んでいま

す。 

 

【一燈圍生活の願い-皆倶成就大円覚•将来世界真平和】 



一燈園生活の究極の目標は、戦争がないということだけでなく、あらゆる対立、憎悪、怨恨、争いを生み出すものを根

切れさせ、種をつくり出さない、本当の心の平和ということにあります。皆倶成就大円覚•将来世界真平和——地球上の  

人間がすべて本当に自覚した人間となり、世界に真の平和がもたらされる——無限のかなたにある道標かもしれません。  

しかし、私たちはこれをずっと祈り続けています。 

 

【「宣光社」一預かった財物を争いのない平和な世界のために運用経営する機能】 

-燈園生活の基礎は、見返りを求めず、懺悔奉仕の気持から世に働きかける托鉢生活にあります。托鉢生活を複数  

人から協働で行う場合、争いのない人間関係を築き、喜捨された財物を正しく預り、運用経営することが求められます。 

一燈園生活のこうした実践機能を宣光社(せんこうしゃ)と呼んでいます。京都•山科の地にある一般財団法人懺悔  

奉仕光泉林も、財を正しく預かり運用しようとする宣光社の一つです。 

 

〇—燈園の学校燈影学園について 

学校法人 燈影学園は、"争いのない生活"を標榜し、ミリオンセラー『懺悔の生活』を通して多くの人々に影響を与え 

た実践的思想家•西田天香によって昭和 8年(1933)に発願設立されました。 

「教育の仕方にも、枝葉のひを不自然なやり方で教える教え方と、根本のことを自然な方法で教える教え方の二通 

りあるようです。(中略)『学校に行ってまごついた習い方をすると、枝葉のことは覚えるか知らぬが、根本のことを失う惧  

れがある。それよりは、むしろ学校に行かぬ方がよいと思う』と言いたいのであります。殊にこの頃の学校教育は、どれだ

け覚えましても、一番大切な人格は墜落さすことがどうやら多いらしく、『学校に子供をやることはむしろ損じや』と思わす

ほどで、そうしてこの考えはそんなに間違った考えではないと思うのであります。(中略)本来の魂を失わないよう、世間

の枝葉の学問に誘惑されないよう、それらを知ることは差し支えないし、粗末にしてはならぬが、ただ、それに執われな

いようにしていただきたいと思います。(西田天香『思ひ出』(昭和 J0年)より) 

これは今から 80年前の学校創設者西田天香の言葉です。以来、燈影学園は、"根本のことを自然な方法で教える“ 

教育方針の下に実践しつづけてきました。緑豊かな山麓に佇むこの学校には、人を蹴落としたり、いじめる生徒はひとり

もいません。1 クラス 10名前後の小中高一貫教育により、子供たち一人ひとりの 1固性はのびのびと大きく育っていき

ます。  

本学の教育は単なる知識修得に偏ることなく、「行餘学文」(行じて餘暇あれば文を学ぶ)の校是のもとに、個々の生  

徒の人間性を高めること、すなわち"天性教育〃に重点を置いています。その柱となっているのは「祈り=自己を深め

る」、「汗=社会に役立つ」、そして「学習=基礎学力の徹底と定着」です。 

 

【一燈園小学校の特徴】 

1.少人数によるきめの細かい教育を行い、基礎学力の充実をはかります。 

2 .每朝の朝課、食堂での食作法などを通して礼儀•作法を身につけます。 

3 .集中力の向上と右脳の活性化をはかるため、そろばん教育を行います。 

4 .リトミック、日本舞踊、剣道など、伝統的、総合的な授業を実施しています。 

5 .器楽、リトミック、日本舞踊、珠算、英会話については専門の先生により指導を行います。 

6 .併設の中学生•高校生との交流が活発なため、縦の人間関係が形成できます。 

7 . 他校にまねのできない本字独自の行事(奉仕活動、一輪車大会など)、小学校から中学•高校まで合同で行う 

行事(運動会、秋の学習発表会、春の学習発表会)を実施しています。 

8 .動植物の採集など、自然豊かな本学の環境を活かした教育にも力を注いでいます。 

 

 

 



見学＆瞑想体験 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



山崎宣次氏 講演 

昭和 18年、一燈園で生まれる。鈴木清一氏が創業した株式会社ダスキンに入社、掃除用品のレンタルシステムやミ

スタードーナツ事業などの同社マーケティングやシステムの基盤を作る。平成 2年にベルウェイ研究所設立。小売・サ

ービス業の CS（顧客満足）、マーケティングを専門に事業システム開発やコンサルティング、講演活動などに幅広く活

躍。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第２部  ミルボン京都スタジオ 

19：00～ 

相 大二郎氏講演 

一燈園・元燈園学園学園長。昭和１１年（１９３６年）京都に生まれる。昭和４７年（１９７２年）慶応義塾大学

文学部（哲学科）卒。幼少から「一燈園」創始者西田天香師に導かれ、「個人の成就」と「世界真平和」につ

いて、その「祈り」と「実践道」を教導される。現在携わっている教育現場をはじめ、国際理解教育、ユネスコ

運動、ボランティア学習、IARF（国際自由宗教連盟）などの諸活動は、いずれも師・西田天香の精神とその

実践道を受け継ぐ。 

 

 

私は、一燈園に生まれて１０か月で父親を亡くしているので父の記憶があるりません 

ですので天香さんのことを父親と思っています。実は名前も天香さんがつけてくれました 

非常に厳しい方でした。 

 

校長を務めていた時に、今から１０年前だと思います。 

１年生のひぐちあまねちゃんからこんな質問の手紙をもらいました。 

 

だいじろうさんへ 

いのちとこころと 

       どこがちがうんですか 

           おしえてください   １ねん ひぐち あまねより 

 

毎朝、１５分ほど職員と生徒たちが一同にそろって瞑想をしています。板の間を挟んで、明かりを落として・・・ 

 

物事には答えのある課題と答えのない課題があります。 

教室では、九九や文字の読み方やボールのけり方や楽器の弾き方など答えのある課題なので先生たちは教えることが

できます。しかし、答えのない課題がある。なぜ男に生まれたのか女に生まれたのかこの容姿で、この能力でこの家庭

でこの国でこの時代で・・・こたえはありません。答えがないということは、無数にあるということなんです。 

 

一燈園に年頭行願という行事があります。 

数名に分かれて、一軒一軒を回り掃除をさせていただく行です。 

高校生の感想文を紹介させていただきます。 

 

「今日は８件目の家で、ようやくどうぞと言われてバケツに水をもらい掃除をさせてもらいました。冷たい水でし

たがぞうきんを絞って扉から拭き始めました。汚れがひどいので何度もぞうきんをゆすいでいるうちにバケツの

水も汚れてきました。そばで見ていた家のご主人が水を変えてこようと言って水を変えてくださいました。ゆす

ごうとすると、水の代わりにお湯が入れてありました。バケツの中に手を突っ込んでいると手にしみこんでくるお

湯の温かさがご主人の心の温かさのような気がしてとてもうれしく思いました。」 

 

手にしみこんでるお湯の温かさが心だと感じたんです。やはりこころは教えることはできません。 

子供たちにこころやいのちが大事だということを、言葉を使って教えることはできません。 

 



教育には３種類あります。 

教わる 

伝わる 

気づく 

教育は教わることだと思っている人が多いように思います。 

一燈園では、伝わる教育と気づく教育を大事にしています。 

啐啄同時（そったくどうじ）という言葉があります。 

啐 そつ 卵の中のヒヨコが殻の中から早く出たいからつつく 

啄 たく 卵の外から親鳥が早く出ておいでとつつく 

こういう伝わる教育が大事だと思います。 

 

天香さんに教育とは一言でいうと何ですか？と聞いたときに 

「自然にかなう」とおっしゃった 

環境 ＝ 山 川 草 木 緑 海 宇宙 

現象 ＝ 諸行無常 生老病死 生成発展 変化現象 

摂理 ＝ 松は緑 椿は紅 男女 この家に（国→時代→容姿→能力等）に生まれたこと 

 

脳 ＝ 教わる教育 ＝ 知識・記憶 ＝ 学ぶ    IT ＝ 情報技術 

体 ＝ 伝わる教育 ＝ 実践・技術 ＝ 汗      IP ＝ 情報実践 

心 ＝ 気づく教育 ＝ 人間性・価値観 ＝ 祈   IS ＝ 情報感性 

この３つをバランスよく鍛えることが大切 

 

瞑想 ＝ 答えのない課題    考えても答えがないが、考える（無数の答えがある） 

黙食 ＝ 自己との対話      食材の対話から自己と語る 

拝育 ＝ 守時 清場 終礼    どの子も親から光をもらっている 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上です。ウッディ事務局 向井健介 


